
宮城県後期高齢者医療広域連合条例第８号（平成１９年３月２８日） 

宮城県後期高齢者医療広域連合職員定数条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は，地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条第６項，第

１７２条第３項，第１９１条第２項及び第２００条第６項の規定に基づき，広域連

合長，議会，選挙管理委員会及び監査委員の事務部局に勤務する一般職の職員（臨

時又は非常勤の職員を除く。）の定数に関し必要な事項を定めるものとする。 

（職員の定数） 

第２条 職員の定数は，次のとおりとする。 

⑴ 広域連合長の事務部局の職員 ３２人 

⑵ 議会の事務部局の職員 ５人 

⑶ 選挙管理委員会の事務部局の職員 ５人 

⑷ 監査委員の事務部局の職員 ５人 

２ 前項第２号から第４号までに掲げる職員は，広域連合長の事務部局の職員がこれ

を兼ねることができる。 

（定数外の職員） 

第３条 次の各号に掲げる職員は，前条第１項に規定する職員の定数外にあるもの

（以下「定数外」という。）とする。 

⑴ 常時勤務を要しない職員 

⑵ 臨時に雇用される職員 

 ⑶ 休職を命ぜられた職員 

⑷ 地方自治法第２５２条の１７の規定により他の地方公共団体に派遣された職員 

 ⑸ 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５５条の２第１項ただし書の許

可を受けた職員 

⑹ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第１１０号）第２条第１

 １



項の承認を受けた職員 

２ 前項第３号から第６号までに掲げる職員が復職した場合において職員の員数が

第２条第１項の職員の定数を超えるときは，その定数を超える員数の職員は，１

年を超えない期間に限り定数外とすることができる。 

附 則 

この条例は，平成１９年４月１日から施行する。 

 ２


